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――自交総連の自主経営からワーカーズコー

プ・タクシーができるまでのポイントは？

緒方　タクシーの（労働組合）自主経営は福

岡でも 30年近くの歴史があります。私が自

交総連福岡地連の専従になって 13年、書記

長になって10年ですが、基本的にはその間、

福岡地連での自主経営を労働組合として指導

してきました。ただ、指導しながらずっと内

部矛盾を抱えているわけですね。労働組合の

発想でいくとなかなか上手くいかないわけで

す。そんなときに労協に出会いました。

　もうひとつのきっかけは福祉・介護移送で

す。所得が低いということもさることなが

ら、タクシー労働者が自分の職業に対して劣

等感みたいなものを持っているのではない

か、ということもあって、福祉移送をするこ

とで、自分たちの職業に誇りを持てるよう

にしたい、ということがありました。高野さ

んたちが大分でヘルパー講座をやっている

のを見ながら呼びかけたら、私たちのとこ

ろでも資格を取りたいという人が 100人く

らい来ました。これを見て、みんな「何かい

いことをしたい」と思っているということ

がわかったわけです。タクシー労働者は平

均で50歳を超えているわけですが、仕事の

合間を縫って寝ないで講座に出るわけです

から、結構きついですよね。でも、みな向上

心というか自分が変わりたいという気持ち

があると思ったんです。それと、その気持ち

を現場で具体的にどう生かすか、となった
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ときに、経営者が「やる」と言わなければ、

これはもう自分たちでタクシー会社を作っ

てやるしかないんじゃないか、というとこ

ろに必然的に行き着いたわけです。そのと

きはまだ、ひとつの方法論としての労協と

いうことしかわかりませんでしたが、それ

が素直に受け入れられました。

高野　外的な要因としては政府のタクシー事

業に対する規制緩和です。2002年2月から、

これまでの厳しい許可要件が緩和され、一

定の基準さえ満たせば誰でもタクシー事業

をできるようになりました。これは非常に

大きなものとして押さえておかなければな

らないと思います。

緒方　ただ、そうは言っても、これまで労働

組合が言ってきた方針との矛盾もありまし

た。新しい会社ができて車が増えるという

ことは、職場の中でも地域でも競争相手が

増えるということになります。また、既存の

組合の組合員が新しい会社に移ってしまう

ことで、どんな影響があるか、ということな

どもありました。それらをイメージしなが

ら、さまざまな人の意見を聞き、学習会を

行って、理念や方法論も含めて3年ほどは議

論をしました。なんといっても年収300万円

に届くかどうか、という人たちが100万円と

いうお金を用意して「やるぞ」というところ

までもっていくには、それはそれなりの議

論と信頼関係がないとできないですよね。

労働組合的な信頼関係の下でどうやって

ワーカーズ・コープへ移行していくか、とい

うのが立ち上げるまでの一番のポイント

だったように思います。

「よくわからないが、あいつの言うことな

ら」ということがなければ、「やってみよう」

とか「お金を出してみよう」ということには

ならないんです。その信頼関係あるうちに

やらなければもうできないだろうと思いま

した。労働組合が力を失い、求心力を失って

いく中で、今が最後のチャンスだと思いま

した。そんなときに法律が変わって規制緩

和が始まったわけです。

高野　それから、新たにタクシー会社を立ち

上げることを前提として議論する委員会を

自交総連福岡地連として立ち上げ、地連の

方針の下に議論が始まったことも大きな要

因でした。みんなが認知した公的な方針と

して進んでいけたわけです。

緒方　労働組合（自交総連福岡地連）の 99

年の大会決定として「パイオニア委員会」を

承認してもらい、そこから具体化していき

ました。パイオニアというのは「開拓」とい

うことですから、まさに前例のないところ

から調査を始めました。この調査・議論をす

る過程で学習を進める中で、労働者協同組

合についての確信が生まれ、最後には会社

を立ち上げる段階では「ワーカーズコープ」

という方針は明確になっていました。

――日本の中で労働者自主管理事業をワー

カーズコープで行っている事例は少なく、

難しかったのでは？

緒方　ただ、タクシー事業のあり方をいろい

ろ調べてみて、日本のタクシー事業の中心

である「法人タクシー」と「個人タクシー」、
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そしてそのどちらでもない「第 3の選択肢」

と考えると、前例はないにしても労働者協

同組合というのは必然だったように思いま

すね。労働者協同組合そのものの前例はあ

るわけですから、タクシーという産業の中

になかったというだけだと思います。

――労働者（労働組合）による自主経営と労

働者協同組合はどこが違うのでしょう？

緒方　意識ですね。「雇う人―雇われる人」、

「管理する人―管理される人」の問題はずっ

と議論してきました。労働者協同組合にも

「管理する人―される人」という関係はあり

ますが、それぞれの人の意識は自主経営と

は全く違うということは確かだと思います。

自主経営を始める経緯は、倒産、放漫経営、

労働争議などいろいろありますが、形とし

ては労働組合の幹部が経営者になり、組合

員はあくまでも労働者ということになりま

す。労働者は労働者としての権利を要求し

ますし、労働組合としても、もともと自主経

営について方針があるわけではないので、

そういう意識しか育ちません。新たに入っ

てくる人に対して「ウチは労働組合の経営

ですから」という説明はしますが、「雇う―

雇われる」という面では通常の雇用関係と

全く似たようなもので、特に教育もしてい

ません。初めは違ったのかもしれませんが、

時間の経過と共に通常の雇用関係や労使関

係が自主経営の中にも出来上がっていった

わけです。

――自主経営の中では労働者が経営に参加

するという形にはなかなかならなかった。

緒方　福岡ではゼロでしたね。経営する人、

働く人という形で完全に分離していた。だ

から長年やってくるとストレスがたまるわ

けです。経営を担っている人は、銀行からの

借り入れの担保を出し、保証人にもなって

リスクはものすごく負っているのに、普通

の経営者と同じ目で見られてしまう。「俺は

ここまでやっているのに何でお前らからそ

んなこと言われなければならないんだ」と

いう抜き差しならない感情の対立がずっと

続いてきて、それを労働組合的に解決でき

ませんでした。「もうこれは解体するしかな

い、もう（会社を）売りに行こう」とまで思

いました。労働者同士が労使関係の中で対

立して、何のためにこれをやっているのか、

労働組合的に答えが出ないわけです。それ

はもう近親憎悪みたいなところへ行ってし

まう。そういうことが、経験的に染み付いて

いるから、このままではもう自主経営を止

めるか、全く違う何かをしなければ多分ダ

メだろうと思いました。自交総連本部は「自

主経営方針」を出しているのだけれども、そ

れはあくまでも緊急避難的で、もともとや

るべきものではない、という前提条件があ

るわけです。「経営なんか組合がすることで

はない」という消極的な位置づけで、いわば
あだばな

労働組合の「鬼っ子」ですね。徒花みたいに

扱われて、各地方の幹部もそれ以上のこと

は言えないわけですね。そこが、労働組合と

してのこの問題に対する最大の弱点です。

――労働組合としての討議と合意を経て、

2002年12月に有限会社（ワーカーズコープ

タクシー福岡）を設立されます。特に最初の
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メンバーは1人が100万円を出資したという

ことですが、どのように呼びかけたので

しょうか？

緒方　福岡地連として各職場に募集をしまし

た。その職場ごとに興味がある人をまず集

めて計画を説明をするということを何回か

繰り返しました。その過程で「できない」と

いう人も出てきて、100人を目標としたので

すが、最終的に40人程度が参加することに

なりました。お金の問題や家族の事情、また

そこの職場の関係など、さまざまな問題も

あって、それぞれの人に判断してもらいま

した。こちらから「あなたはいらっしゃい」

ということではありません。一応職場の労

組の推薦が必要ということにしましたが、

実際は希望者が出たらそのまま推薦すると

いうことでした。

――単組から人が抜けてることでの問題

は？

緒方　その組合の委員長や書記長などがワー

カーズコープタクシーに参加したいと言っ

た場合、どうするかということはありまし

た。それぞれの職場で議論をし尽くして、後

の問題はきちんとするということを大前提

にしていました。率直に言うと、これによっ

ていくつかの組合が潰れることも予測して

いました。特に5人、8人といった小さい組

合は、組合的にも機能停止状態でしたし、そ

の中から古い人たちが抜けたら多分アウト

だろうと。それでもやる価値があるかとい

う議論もしました。現に、いくつかの組合は

なくなりました。それは一方で労働組合と

して厳しい選択でした。しかし、ワーカーズ

コープに参加する人を組織としてきちんと

位置づける議論はしました。

――2年経って、事業の状況は？

緒方　スタート時は車両15台・組合員45人

だったのですが、今は 43台（うち介護車両

2台）・約100人ということになっています。

規模が拡大すると営業収入も増え、効率も

上がりますので、3年目で財政的によくなっ

てきたのは確かです。もうひとつ大事なの

は、この 2年間ものすごい試行錯誤があっ

て、かなり危険な対立というか齟齬が発生

しました。それは旧労働組合の幹部が集

まっていて、どうしても「オレが、オレが、」

という人が多かったんですね。ましてや労

働者協同組合について完全に理解している

わけでもなく、判断基準もないものだから、

過去の職場や組合のしがらみや経験が邪魔

して全く機能しなくなっていた時期があり

ました。ただ、1年、2年と経つうちに気心

も知れるようになり、体制を整えようとい

うことで、去年の 11月にやっと総会らしい

総会を開き、理事会体制や各種規則など仕

組みをつくりました。それによって職場が

本当に明るくなったとみんな言います。今

年の決算では1,000万円ほどの利益が出る見

込みで、これでもっと勢いがつくかな、と思

います。タクシー業界全体の売り上げはま

だ下げ止まらず、環境は悪いですが、体制が

固まれば乗り越えられる可能性が出てきま

した。

――業界の水準から見てワーカーズコープ
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タクシーの労働条件は？

緒方　今でも業界水準をはるかに上回ってい

ますよ。ただ、タクシーは出来高払い制（歩

合制）なので、売り上げと賃率（売り上げに

対するドライバーの賃金の割合）の関係で

みると、いくら賃率が良くても売り上げが

上がらなければ収入は増えない。賃率でい

えば地域のどの会社も追随できないほど並

外れて高く設定していますが、売り上げを

もっと増やすというところで課題はありま

す。ただ、賃率が良いので、ドライバーがた

くさん集まって来ます。現在働いている約

100人の内、半分は後から入ってきた人で、

まったく組合とは関係のない人たちです。

特別に宣伝もしていないのですが、口コミ

で「ワーカーズは労働条件がよい」と広がっ

ているようです。「まだ空きがありますか」

と問い合わせがたくさんあります。後から

入った人には出資金30万円を義務としてい

ます（最初に入った人も30万円まで減資（返

還）するようにしている。）が、最初にワー

カーズの趣旨説明をして、理解できない人

は入ることができない、としており、その時

点で先ほど行った自主経営とは大きく違い

ます。30万は小さい額ではないですからね。

高野　この組合員による出資は、厳密に言う

と会計上は借入金（「出資相当金」と呼んで

いる）で、いわゆる協同組合の出資金とは違

います。ワーカーズコープタクシーは有限

会社として法人設立したので、その出資金

は別の仕組みで出しています。

――労働者協同組合の法制がない以上、有

限会社などを利用しているのだと思います

が、総会の議決方法など実際上のガバナン

スはどうしているのでしょうか？

緒方　当然出資の額に関わらず、一人一票と

いうことです。ただ、30万円の出資金は、月

1万5千円×20回で積み立ているので、3万

円を一口として、2口以上を出資している人

に議決権を発生させました。昨年 11月の総

会で初めて規約を整え、昨年末には役員選

挙も行いました。役員選考委員を選挙し、選

ばれた選考委員による理事会名簿について

信任投票を行うという仕組みにしましたが、

実際に投票をしたら規約に定めた2/3に到達

しなかった人が 2人でてしまいました。

――タクシーの働き方では、組合員同士が

お互いに知り合ったり、信頼関係を築いた

りするのは難しいのでは？

緒方　都市部のタクシー労働は特に「隔勤」

という仕組みになっていて、1台の車を2人

で乗っており、表番と裏番ということで

まったく顔を合さない人もいます。最低で

も人間関係をつくらなければ、ということ

でコストはかかりますが頻繁に集会をやっ

たり、班制度をつくって各理事が2班から3

班を受け持って班の責任者との連絡やコ

ミュニケーションを密にしていくというこ

とにしています。

――理事の構成、組合の役割は？

緒方　9人の理事のうち理事長と営業担当の

み管理部門で、残りの7人はみなドライバー



35

協同の發見 2005.4 No.153

です。このような仕組みにしたのは昨年末

からで、それまでは労働組合が推薦した代

表と経営側とが半数ずつ出す「経営協議会」

方式をとっていました。ここにも労使関係

が生まれる、ということで変えました。その

前段で、労働組合は経営問題に対し口を出

さないということを大会で決議しています。

当然、全員労働組合には加入しており、理事

も組合員ですが、理事会で決まったことを

労働組合の立場でいろいろ発言すると問題

が起こる、ということです。ですから、ワー

カーズコープ・タクシー福岡の中では労働

組合のやることはないんです。ただ、対外的

に労働組合としてたくさん活動してもらっ

ています。逆にワーカーズコープ・タクシー

の労働組合は何をすべきか、という提起も

しています。

――この2年で、各方面に与えたインパクト

は？

緒方　タクシー業界には恐怖感を与えたので

はないでしょうか。先ほども言った「第3の

選択肢」ということですからね。ワーカーズ

コープのやり方が普遍性を持ち出すと「既

存の法人タクシーの否定ではないか」と。ま

して、労働条件がいい訳ですから。お客さん

が少ないので、売り上げはまだ地域の100社

のうち下から 10位くらいですが、それでも

あれだけの高い人件費が払えるのはどうし

てなのか、と率直な疑問が出てくるでしょ

うね。少なくとも労働者には選択肢ができ

るんですよ。これまでタクシー労働者は「ど

このタクシー会社に勤めても一緒」と思っ

ていたのですが、実は違うんだと。ワーカー

ズコープのやり方なら、労働者の創造性を

発揮できる職場をつくることができると

思っています。

　ただ、新しい会社を作って車を増やすこ

とは、これまで労働組合で「減車」を要求し

てきた方針と矛盾するではないか、という

ことはあります。現場の人たちはこの問い

になかなか答えられない。しかし、現実に規

制緩和が行われ、市場競争の真っ只中に

入ってしまった以上、どこかが淘汰される

のであれば、悪い会社に潰れてもらって、利

用者にとっても労働者にとってもいい会社

を残すことを目指そうじゃないか、と言っ

ています。

高野　ワーカーズコープ・タクシーが他の会

社と同じだったら、その批判には答えられ

ない。我々が利用者にとっていい会社であ

り、誇りを持った労働をしているかが一番

の問題ではないか、と思います。例えワー

カーズコープであっても、利用者から見て

悪い仕事しかしていなければ、淘汰される

でしょう。当然、労働組合の中でも批判され

ます。だから、皆、地域に貢献できるいい仕

事をしよう、ということです。

緒方　ただ、2年で倍以上と急激な規模拡大

をしてきたわけで、質の問題では、少しおろ

そかになりつつあります。事業の継続のた

めの財政の安定と「安心」「安全」という質

の問題は必ずしも一致しないのですが、そ

れをこれから整理していくことが課題です。

今年中に50台まで増やすのが、当初からの

計画ですから、そこまではやろうと。ただ、

そこで一度立ち止まって、内部を整理しよ
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うと思っています。

――厳しいタクシー業界の中で、労働条件

も維持しながら、ある程度利益も出せる経

営を実現しているポイントは？

緒方　当然ほとんど人件費なので、ギリギリ

のところでバランスを取っているわけです。

当初は非常に厳しかったのですが、一定の

規模になってようやく安定してきました。

資金は出資金が中心で、借り入れは僅かで

す。初期の本当に大変なときには何回か給

料の遅配もしました。結果が出ていないの

だから遅配も当然じゃないか、ということ

でみんな納得しました。後は入ってくるお

金の中で何とかやる。当然、財務の内容は皆

知らせています。また、組合員は普段管理す

る側の人たちの仕事ぶりもよく見ているの

で、信頼関係があったのではないかと思い

ます。

　管理者の賃金は平均賃金ということにし

ていますが、その大変さや責任の重さから

いっても、少し可哀想だな、と思います。モ

ンドラゴンの原則なども勉強しましたが、

平均賃金というのは労働組合的な発想かも

しれません。2期、3期続けて黒字が出るよ

うになれば、そのときにはちゃんとすれば

いいと思います。

――日本では、ますます働く人たちの状況

が悪くなっていく中で、労働組合と労働者

協同組合との間の難しさもありながら、

ワーカーズコープタクシーはそこを統合し

て、働く人たちの条件を守っていく解決策

を示しつつあるように思います。今後ワー

カーズコープのような方法を働く人たちが

選び取っていくためには、どのような条件

が必要でしょうか？

緒方　労協と労組の両立がなかなか難しいと

いうのは思います。社会的認知を得るには

時間がかかるし、現にあるワーカーズコー

プタクシーがタクシーの産業別労働組合の

中でどのような位置づけになるかも、もう

少し時間がかかる。過去の失敗を繰り返さ

ないためにも、あせって変な形にしない方

がいいと思っています。

タクシーの場合、まず自交総連という組

織の中で、そしてローカルセンターやナ

ショナルセンターの中で私たちが、商売だ

けでなく運動との関係でも実績もつくって

いかなければならないと思います。労働組

合にとっても絶対プラスになるという実績

をつくることが大事だと思います。だから

今、労働組合の運動として一生懸命外に出

ていますが、事業上でもワーカーズコープ

タクシーを支援してくれる労働運動関係者

がたくさん出てきています。そういう労働

組合との関係をワーカーズコープタクシー

が積極的につくっていって、両立ができれ

ば、これほど嬉しいことはありません。

ただ、これを日本の労働組合全体に展開

するということでいうと、私たちの時代で

終わることではないだろうな、と思います。

今、高野さんたちと目指している「自交労協

連」などが上手くいくようになれば、認知が

得られるようになるのではないか、と思い

ます。労働組合側も世代交代も進む中で、か

つてのような企業別の労働組合の発想から

変わってくる可能性もあると思います。
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高野　今後は自分たちで事業をやろうとして

いる人たちを発掘していくことができれば、

と思います。

緒方　方法論やノウハウを示せば「やりた

い」という人はたくさんいる。

高野　労協にも、それを支援する仕組みがあ

ればいいし、労金など事業資金を融資する

機関との密接な提携が必要になってくると

思います。

緒方　もうひとつは人材です。業界の構造や

問題も理解した上で、労協の理念や方法に

ついて進めることができる人がいれば、時

間は縮まるかもしれませんね。ここに生き

がいを求めるのは楽しいことだと思います。

一人でやるのではなく皆と一緒にやって成

功させる喜びの方が大きいですよね。

――今後も、またお話を聞かせてください。

ありがとうございました。


